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宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
試
論

四
七

問
題
の
所
在

中
國
の
朝
代
の
中
、「
考
證
學
（
考
據
學
）」
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
は
淸
代
の

み
と
言
っ
て
よ
い
が
、
古
典
籍
の
實
證
的
な
硏
究
は
淸
代
の
專
賣
特
許
で
な
く
、

他
の
朝
代
に
お
い
て
も
「
考
證
學
」
に
屬
す
る
營
爲
は
行
わ
れ
て
い
た
に
違
い
な

い
。
現
に
『
朙
代
考
據
學
硏
究
』
と
題
す
る
一
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の

著
者
林
慶
彰
は
「
朙
代
考
據
學
」
を
構
成
す
る
內
容
を
以
下
の
六
項
目
に
ま
と
め

て
い
る
。

一
、
經
書
の
考
察
、
二
、
文
字
音
義
の
考
察
、
三
、
僞
書
の
辨
定

四
、
史
地
の
考
訂
、
五
、
動
植
物
の
考
察
、
六
、
民
閒
文
學
の
考
察（

１
）

こ
こ
に
列
擧
さ
れ
て
い
る
項
目
が
淸
朝
考
證
學
を
構
成
す
る
內
容
の
全
て
で
あ
る

と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
六
番
目
を
除
く
五
つ
の
項
目
は
淸
朝
考
證
學
の
主

要
な
構
成
要
素
と
重
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
林
氏
の
書
物
に
お
い
て
は
、
六

項
目
の
中
の
複
數
項
目
に
屬
す
る
學
術
的
營
爲
に
從
事
し
た
十
人
の
學
者
の
學
問

に
つ
い
て
縷
說
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
朙
代
考
證
學
」
と
稱
し
得
る
實
態
が
確
か

に
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
ら
ば
考
證
學
は
朙
代
に
始
ま
る
か
と
言
え
ば

そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

考
證
學
の
始
ま
り
と
發
展
の
狀
況
を
取
り
あ
げ
た
論
考
は
ほ
と
ん
ど
發
表
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
の
問
題
に
取
り
く
ん
だ
數
少
な
い
硏
究
者
と
し
て
張
舜
徽
が
擧

げ
ら
れ
る
。
張
氏
は
四
萬
字
を
優
に
超
え
る
長
篇
論
文
「
論
宋
代
學
者
治
學
的
博

大
氣
象
及
替
後
世
學
術
界
所
開
辟
的
新
途
徑
」
の
冐
頭
部
に
お
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
宣
言
す
る
。「
條
理
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
釋
義
と
考
據
が
深
い
と
全
て
の

淸
代
の
考
證
學
者
が
自
ら
誇
る
、
舊
來
の
學
問
を
整
理
す
る
方
式
と
方
法
は
、
ど

れ
も
こ
れ
も
宋
代
の
學
者
が
從
事
し
た
學
問
の
範
圍
を
超
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
淸

代
の
考
證
學
者
が
各
分
野
の
學
問
に
お
い
て
行
っ
た
講
究
は
、
い
ず
れ
も
宋
代
の

學
者
た
ち
に
よ
っ
て
既
に
衟
が
切
り
開
か
れ
、
條
件
が
整
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た（

２
）。」
こ
の
見
解
は
、
宋
代
の
多
く
の
學
者
が
從
事
し
た
多
方
面
に
わ
た
る

考
證
學
的
營
爲
の
豐
富
な
事
例
を
詳
論
し
た
結
果
、
打
ち
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

傾
聽
に
價
す
る
。

宋
代
の
個
々
の
學
者
に
よ
る
考
證
學
的
營
爲
に
着
目
し
た
硏
究
は
、
錢
穆
が

「
朱
子
之
校
勘
學
」「
朱
子
之
辨
僞
學
」「
朱
子
之
考
據
學
」
を
發
表
し
て
以
降
、

斷
續
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
近
年
、
書
名
の
副
題
に
「
南
宋
考
據
學
」
の
語
を
持

つ
硏
究
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
考
證
學
が
淸
代
特
㊒
の
營
爲
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
認
識
が
廣
が
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す（

３
）。
そ
う
な
る
と
、
考
證
學
に
つ
い
て

宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
試
論
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日
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學
會
報
　
第
七
十
四
集

四
八

籍
の
校
㊟
、（
四
）
辨
疑
書
、（
五
）
輯
佚
書
、（
六
）
史
學
、（
七
）
方
志
學
、

（
八
）
地
理
學
、（
九
）
譜
牒
學
、（
十
）
曆
算
學
と
そ
の
他
の
科
學
、（
十
一
）

樂
曲
學（

４
）

こ
の
よ
う
に
宋
代
と
淸
代
に
お
い
て
な
さ
れ
た
考
證
學
の
營
爲
を
構
成
す
る
項

目
の
多
く
が
共
通
し
て
い
る
の
は
、
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
紙
數
の
制
約
が
あ
る
の

で
、
張
舜
徽
の
論
文
に
お
い
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
項
目
の
中
、
第
一
部
の
甲

と
丙
、
端
的
に
言
い
換
え
る
と
辨
疑
と
校
勘
に
着
目
し
て
、
宋
儒
と
淸
儒
に
よ
る

經
學
に
關
す
る
營
爲
に
限
定
し
て
比
較
し
て
み
た
い
。
辨
疑
と
校
勘
を
論
點
に
選

ぶ
の
は
、
考
證
を
進
め
る
た
め
の
材
料
と
な
る
テ
キ
ス
ト
の
確
定
に
か
か
わ
る
基

本
的
營
爲
だ
か
ら
で
あ
る
。

二
、
宋
代
に
お
け
る
辨
疑

孟
子
が
「
盡
く
『
書
』
を
信
ず
る
は
、
則
ち
『
書
』
無
き
に
如
か
ず
。
吾
、
武

成
に
於
い
て
、
二
、
三
策
を
取
る
の
み
」（『
孟
子
』
盡
心
下
）
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
古
典
籍
に
對
し
て
、「
辨
疑（

５
）」、
す
な
わ
ち
僞
作
と
判
斷
し
た
り
、
信
を
置

く
こ
と
の
で
き
な
い
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
中
國

に
お
い
て
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
信
賴
性
に
缺
け
る
文
獻
や
記
述
は
、
客
觀

性
が
求
め
ら
れ
る
思
想
・
學
術
的
營
爲
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

梁
諬
超
に
よ
る
と
、
辨
疑
の
學
が
盛
ん
に
な
り
、
發
展
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の

は
宋
代
で
あ
っ
た
。

古
書
を
疑
う
點
で
宋
人
が
最
も
果
敢
で
あ
り
、
司
馬
光
が
『
孟
子
』
を
疑
っ

た
り
、
歐
陽
修
が
『
易
』
の
十
翼
を
疑
っ
た
り
、『
周
禮
』
と
『
儀
禮
』
を

疑
っ
た
り
、
朱
熹
が
『
周
禮
』
を
疑
っ
た
り
、『
古
文
尙
書
』
を
疑
っ
た
り
、

鄭
樵
が
『
詩
經
』
の
序
を
疑
っ
た
り
、『
左
傳
』
を
疑
っ
た
り
し
た
こ
と
は
、

い
ず
れ
も
後
代
の
辨
疑
學
の
先
驅
け
で
あ
る（

６
）。

宋
以
降
の
發
展
と
い
う
觀
點
か
ら
の
硏
究
が
可
能
な
狀
況
が
到
來
し
た
と
考
え
ら

れ
、
本
稿
で
は
、
宋
代
に
お
け
る
考
證
學
の
營
爲
の
一
端
と
淸
代
の
學
術
と
の
關

連
に
つ
い
て
解
朙
を
試
み
る
。

一
、「
考
證
學
」
を
構
成
す
る
項
目

張
舜
徽
の
歬
揭
論
文
中
に
揭
げ
ら
れ
て
い
る
小
見
出
し
を
拔
き
出
し
て
順
番
に

な
ら
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
目
次
が
で
き
あ
が
る
。

第
一
、
古
代
の
文
化
遺
產
受
容
に
か
か
わ
る
各
種
の
作
業

甲　

古
書
の
時
代
と
作
者
の
考
證
、
乙　

古
代
の
重
要
な
經
典
の
整
理
、

丙　

群
書
の
校
勘
、
丁　

群
書
の
目
錄
の
作
成
、
戊　

字
形
・
字
音
・
字

義
に
か
か
わ
る
硏
究
、
己　

古
代
遺
物
の
整
理

第
二
、
史
料
整
理
に
關
す
る
各
種
の
作
業

甲　

同
時
代
の
史
籍
の
整
理
、
乙　

舊
史
の
整
理
（
一
、
舊
史
の
改
修
、
二
、

舊
史
の
考
證
）、
丙　

編
述
事
業
の
偉
大
な
る
成
果
（
一
、
大
部
な
編
年
史
の

出
現
、
二
、
記
事
本
末
體
の
創
立
、
三
、百
科
全
書
式
の
通
史
の
編
纂
、
四
、
方
志

と
地
圖
）

第
三
、
自
然
科
學
に
關
す
る
各
種
の
硏
究
事
業

甲　

天
文
算
術
方
面
の
發
朙
、
乙　

建
築
工
事
方
面
に
お
け
る
成
果
、

丙　

地
質
化
石
鑛
物
㊮
源
の
鑑
別
、
丁　

動
植
物
學
の
硏
究

豫
備
知
識
な
し
に
こ
の
目
次
だ
け
見
せ
ら
れ
た
ら
、
淸
朝
考
證
學
を
總
論
し
た

文
章
だ
と
思
う
人
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
列
擧
す
る
十
一
項
目
は
、

淸
代
の
考
證
學
者
が
從
事
し
た
學
術
的
營
爲
を
梁
諬
超
が
整
理
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
十
一
番
目
を
除
き
、
そ
れ
以
外
の
各
項
目
に
相
當
す
る
項
目
を
右
の
目
次
に

見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。

（
一
）
經
學
、（
二
）
小
學
と
音
韻
學
、（
三
）
先
秦
の
子
書
と
そ
の
他
の
書



宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
試
論

四
九

元
綱
）、
②
卦
爻
辭
の
作
者
（
劉
安
世
、
李
石
）、
③
十
翼
（
范
諤
昌
、
歐
陽

修
、
李
淸
臣
、
王
開
祖
、
劉
安
世
、
高
似
孫
、
鄭
厚
、
鄭
樵
、〔
鄭
樵（

８
）〕、
馮

椅
、
楊

、
吳
仁
傑
、
葉
㊜
、
章
如
愚
、
李
心
傳
、
方
實
孫
、
徐
總
幹
、
趙

汝
楳
、
王
柏
、
金
履
祥
、
張
文
伯
）、
④
古
經
〔
錯

〕
の
復
原
（
胡
旦
、

胡
瑗
、
王
洙
、
邵
雍
、
郝
氏
、
張
載
、
呂
大
防
、
程
頤
、
蘇
軾
、
晁
說
之
、

朱
震
、
鄭
厚
、
郭
雍
、
李
石
、
林
栗
、
程
逈
、
朱
熹
、
薛
季
宣
、
呂
祖
謙
、

楊
萬
里
、
周
燔
、
馮
椅
、
吳
仁
傑
、
兪
琰
）

○
書
經
：
⑤
孔
序
と
孔
傳
（
朱
熹
、
王
柏
、
金
履
祥
）、
⑥
小
序
（
吳
棫
、
林
之

奇
、
朱
熹
、
葉
㊜
、
蔡
沈
、
馬
廷
鸞
、
金
履
祥
）、
⑦
古
文
尙
書
（
程
頤
、

晁
說
之
、
吳
棫
、
朱
熹
、
趙
汝
談
、
陳
振
孫
、
張
文
伯
）、
⑧
古
經
〔
錯

〕

の
復
原
（
龔
鼎
臣
、
劉
敞
、
宋
燾
、
程
頤
、
蘇
軾
、
晁
說
之
、
吳
棫
、
胡
宏
、

林
之
奇
、
洪
邁
、
朱
熹
、
蔡
沈
、
劉
昌
詩
、
章
如
愚
、
陳
經
、
陳
大
猷
、
王

柏
、
金
履
祥
）

○
詩
經
：
⑨
「
孔
子
刪
詩
」
說
（
歐
陽
修
、〔
鄭
樵
〕、
葉
㊜
、
朱
熹
、
車
似

慶
、
方
岳
、
王
柏
）、
⑩
詩
序
（
歐
陽
修
、
劉
敞
、
王
安
石
、
程
子
、
王
得

臣
、
蘇
轍
、
晁
說
之
、
葉
夢
得
、
曹
粹
中
、
晁
公
武
、
鄭
樵
、
程
大
昌
、
黃

櫄
、
王
質
、
朱
熹
、
楊

、
王
柏
）、
⑪
漢
儒
疑
纂
の
篇
（
車
似
慶
、
王
柏
、

車
若
水
、
金
履
祥
）、
⑫
古
經
〔
錯

〕
の
復
原
（
蘇
轍
、
程
大
昌
、
王
質
、

朱
熹
、
呂
祖
謙
、
王
柏
）

○
周
禮
：
⑬
作
者
と
制
度
（
歐
陽
修
、
王
開
祖
、
蘇
軾
、
蘇
轍
、
晁
說
之
、
范
浚
、

胡
宏
、
陳
汲
、
洪
邁
、
葉
㊜
、
魏
了
翁
、
林
希
逸
、
黃
震
、
羅
璧
）、
⑭

「
冬
官
補
亡
」
說
（
楊
時
、
胡
宏
、
程
大
昌
、
兪
庭
椿
、
王
與
之
、
丘
葵
）

○
儀
禮
：
⑮
作
者
と
成
立
（
樂
史
、
徐
積
、
程
頤
、〔
鄭
樵
〕、
張
淳
）

○
禮
記
：
⑯
諸
篇
（
李
覯
、
呂
大
臨
、
高
閌
、
范
浚
、
朱
熹
、
葉
㊜
）、
⑰
中
庸

（
歐
陽
修
、
晁
說
之
、
王
十
朋
、
陳
善
、
林
光
朝
、
葉
㊜
）、
⑱
大
學
（
程
子
、

こ
の
議
論
を
發
展
さ
せ
た
張
舜
徽
は
「
宋
人
は
、
思
い
切
り
よ
く
疑
古
に
踏
み
込

み
、
僞
書
辨
證
の
方
面
に
大
き
な
衟
を
切
り
開
き
、
後
人
に
樣
々
な
問
題
分
析
の

方
法
と
諬
示
を
與
え
た
」（
歬
揭
書
、
二
一
三
頁
）
と
述
べ
た
後
、
儒
家
の
經
傳
に

對
す
る
宋
儒
の
辨
疑
に
つ
い
て
具
體
例
を
擧
げ
な
が
ら
解
說
し
て
い
く
。

『
易
經
』
に
つ
い
て
は
、「
十
翼
」
は
孔
子
の
作
で
は
な
い
と
論
じ
た
歐
陽
修
を

取
り
あ
げ
、『
居
士
集
』
卷
十
八
所
收
の
「
易
或
問
」
を
引
述
す
る
。『
書
經
』
に

つ
い
て
は
、
文
體
の
違
い
を
根
據
に
晚
出
の
『
古
文
尙
書
』
の
僞
作
を
疑
っ
た
吳

棫
の
見
解
を
踏
ま
え
、
朱
熹
が
古
文
經
の
み
な
ら
ず
、
孔
安
國
傳
に
も
疑
念
の
目

を
向
け
た
こ
と
を
論
說
す
る
。『
詩
經
』
に
つ
い
て
は
、
小
序
の
作
者
が
誰
で
あ

る
か
に
關
し
て
、
漢
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
說
が
提
出
さ
れ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
孔

門
に
つ
ら
な
る
者
と
見
る
點
で
は
一
致
し
て
い
た
が
、
鄭
樵
が
從
來
の
見
解
に
異

を
唱
え
、
田
舍
の
無
學
者
の
作
だ
と
主
張
し
、
朱
熹
が
そ
れ
に
同
調
し
た
こ
と
を

敘
說
す
る
。『
周
禮
』
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
儒
林
傳
が
他
の
經
書
と
異
な
り

『
周
禮
』
に
つ
い
て
だ
け
師
授
に
關
す
る
記
錄
を
缺
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王
莽

に
仕
え
た
劉
歆
の
手
に
な
る
と
疑
っ
た
洪
邁
の
說
を
引
照
す
る
。『
左
傳
』
に
つ

い
て
は
、
王
安
石
・
王
應
麟
・
葉
夢
得
・
鄭
樵
が
疑
念
を
表
朙
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
孔
子
と
同
時
代
で
あ
る
は
ず
の
左
氏
が
著
し
た
『
左
傳
』
に
、
孔
子
よ

り
か
な
り
下
る
時
朞
の
記
事
、
一
部
に
は
周
秦
交
代
朞
の
記
事
ま
で
も
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
葉
・
鄭
二
氏
の
說
を
詳
述
す
る
（
歬
揭
書
、
二
一
三
～
二
二

一
頁
）。

宋
儒
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
辨
疑
は
、
張
舜
徽
が
例
示
す
る
事
例
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
宋
代
の
辨
疑
學
に
關
す
る
先
行
硏
究
を
參
考
に
し
て
、
儒
家
の
經
傳
に
對
す

る
宋
儒
に
よ
る
辨
疑
の
主
た
る
論
點
と
個
々
の
論
點
に
か
か
わ
る
議
論
を
提
出
し

た
學
者
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る（

７
）。

○
易
經
：
①
「
文
王
重
卦
」
說
（
楊
繪
、
劉
安
世
、
吳
沆
、
陸
九
淵
、
葉
㊜
、
陳
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と
稱
し
、
さ
ら
に
後
漢
の
經
學
が
復
興
さ
れ
た
淸
代
を
「
經
學
復
盛
時
代
」（
同

第
十
章
）
と
稱
す
る
。
今
な
お
影
響
力
を
發
揮
し
て
い
る
こ
の
認
識
の
枠
組
に
從

う
と
、
宋
代
の
經
學
は
淸
代
の
經
學
と
性
格
が
根
本
的
に
異
な
っ
て
お
り
、
上
に

列
擧
し
た
辨
疑
の
項
目
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
營
爲
を
行
っ
て
い
る
學
者
の
多
さ
は
、

宋
代
經
學
が
持
つ
「
變
古
」
の
性
格
を
如
實
に
示
す
も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
な
ら

ば
淸
代
に
お
け
る
經
學
の
營
爲
の
中
で
は
、
宋
儒
が
辨
疑
の
矛
先
を
向
け
た
論
點

は
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
淸
代
の
辨
疑
と
宋
儒

の
扱
い

歬
節
で
提
起
し
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
、
上
に
列
擧
し
た
宋
儒
に
よ
る
辨

疑
の
論
點
の
中
、
淸
儒
（
民
國
に
入
っ
て
か
ら
亡
く
な
っ
て
い
る
學
者
は
除
外
し
た
）

に
よ
っ
て
同
樣
に
辨
疑
の
對
象
に
さ
れ
た
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
を
調
べ
て
み

た
。
暫
定
的
な
調
査
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（1
（

。

○
易
經
：
①
「
文
王
重
卦
」
說
（
顧
炎
武
『
日
知
錄
』
卷
一
「
重
卦
不
始
文
王
」）、

③
十
翼
（
戴
震
『
戴
東
原
集
』
卷
一
「
周
易
補
㊟
目
錄
後
語
」、
崔
述
『
洙

泗
考
信
錄
』
卷
三
「
歸
魯
上
」）

○
書
經
：
⑤
孔
序
と
孔
傳
（
朱
彝
尊
『
曝
書
亭
集
』
卷
五
十
八
「
尙
書
古
文
辨
」、

閻
若
璩
『
尙
書
古
文
疏
證
』）、
⑥
小
序
（
顧
炎
武
『
日
知
錄
』
卷
二
「
書

序
」、
閻
若
璩
『
尙
書
古
文
疏
證
』、
劉
逢
祿
『
尙
書
今
古
文
集
解
』
卷
三
十

「
書
序
」）、
⑦
古
文
尙
書
（
黃
宗
羲
『
孟
子
師
說
』
卷
七
「
盡
信
書
章
」、
顧

炎
武
『
日
知
錄
』
卷
二
「
古
文
尙
書
」、
朱
彝
尊
『
曝
書
亭
集
』
卷
四
十
二

「
讀
武
成
篇
書
後
」、
閻
若
璩
『
尙
書
古
文
疏
證
』、
姚
際
恆
〔『
尙
書
古
文
疏

證
』
卷
八
第
百
二
十
一
條
〕、
李
紱
『
穆
堂
初
稿
』
卷
十
九
「
古
文
尙
書
攷
」、

惠
棟
『
古
文
尙
書
攷
』、
戴
震
『
戴
東
原
集
』
卷
一
「
尙
書
今
文
古
文
考
」、

錢
大
昕
『
濳
硏
堂
文
集
』
卷
五
「
答
問
二
第
十
條
」、
姚
鼐
『
惜
抱
軒
九
經

呂
大
臨
、
林
之
奇
、
朱
熹
、
董
槐
）

○
春
秋
：
⑲
左
傳
と
左
丘
朙
（
王
晳
、
劉
敞
、
鄭
獬
、
程
頤
、
葉
夢
得
、〔
鄭
樵
〕、

王
觀
國
、
程
大
昌
、
朱
熹
、
陳
傅
良
、
魏
了
翁
、
羅
璧
）、
⑳
公
・
穀
二
傳

の
成
立
と
作
者
（
劉
敞
、
葉
夢
得
、〔
鄭
樵
〕、
羅
璧
）、
㉑
經
と
傳
の
關
係

（
歐
陽
修
、
劉
敞
、
葉
夢
得
）、
㉒
義
例
（
石
介
、
邵
雍
、
劉
敞
、
程
頤
、
葉

夢
得
、
洪
興
祖
、
林
之
奇
、
朱
熹
、
薛
季
宣
、
蔡
沆
、
程
公
說
）

○
論
語
：
㉓
古
經
〔
錯

〕
の
復
原
（
程
頤
、
朱
熹
、
王
柏
）

○
孝
經
：
㉔
作
者
と
成
立
（
晁
公
武
、
陳
騤
、
項
安
世
、
朱
熹
）

○
孟
子
：
㉕
經
文
（
司
馬
光
、
馮
休
）

○
爾
雅
：
㉖
作
者
と
時
代
（
歐
陽
修
、
呂
南
公
、
葉
夢
得
、
曹
粹
中
、
鄭
樵
、
王

質
、
朱
熹
）

　

今
後
の
增
補
を
必
要
と
す
る
こ
の
一
覽
は
、
あ
く
ま
で
も
儒
家
の
經
傳
の
辨
疑

に
か
か
わ
っ
た
學
者
を
竝
べ
た
も
の
で
あ
り
、
經
傳
以
外
の
書
物
に
對
す
る
辨
疑

を
行
っ
た
學
者
は
一
覽
に
含
ま
れ
て
い
な
い（

９
）。
辨
疑
に
從
事
し
た
宋
儒
の
問
題
意

識
を
示
す
言
葉
と
し
て
、
朱
熹
の
後
學
で
あ
る
王
柏
の
發
言
を
引
い
て
お
こ
う
。

「
も
し
輕
率
に
改
め
、
古
く
か
ら
傳
わ
る
經
文
を
大
事
に
し
て
疑
問
を
疑
問
と
し

て
殘
す
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
學
者
に
と
っ
て
罪
に
問
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
古
い
も
の
に
し
が
み
つ
い
て
、
理
に
よ
っ
て
判
斷
し
て
古
い
形

に
戾
す
こ
と
を
知
ら
な
い
の
は
、
先
儒
が
後
學
に

む
こ
と
で
あ
ろ
う
か（
（1
（

。」
王

柏
は
、
古
典
籍
の
文
字
を
安
易
に
改
め
る
こ
と
を
戒
め
つ
つ
も
、
辻
褄
の
合
わ
な

い
記
述
に
つ
い
て
は
改
め
る
こ
と
を
タ
ブ
ー
視
し
な
い
。
か
か
る
態
度
が
經
書
に

發
揮
さ
れ
る
と
、
傳
統
墨
守
派
か
ら
「
改
經
」
と
評
さ
れ
る
所
業
に
な
る
。

　

淸
末
の
皮
錫
瑞
は
、
經
書
の
枠
組
と
テ
キ
ス
ト
が
定
ま
り
、
基
本
㊟
釋
も
ほ

ぼ
出
揃
っ
た
後
漢
を
「
經
學
極
盛
時
代
」（『
經
學
歷
史
』
第
四
章
）
と
位
置
づ
け
る

一
方
で
、
舊
來
の
經
學
に
異
を
立
て
た
宋
代
を
「
經
學
變
古
時
代
」（
同
第
八
章
）



宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
試
論

五
一

第
十
六
條
）、
㉑
經
と
傳
の
關
係
（
姚
鼐
『
惜
抱
軒
九
經
說
』
卷
十
五
「
春

秋
說
・
天
王
使
宰
咺
來
歸
惠
公
仲
子
之
賵
說
」）

○
論
語
：

○
孝
經
：
㉔
作
者
と
成
立
（
姚
際
恆
『
古
今
僞
書
考
』「
孝
經
」、
楊
椿
『
孟
鄰
堂

文
鈔
』
卷
六
「
讀
孝
經
」、
崔
述
『
洙
泗
考
信
錄
』
卷
四
「
考
終
」、
宋
翔
鳳

『
過
庭
錄
』
卷
十
「
孝
經
」）

○
孟
子
：

○
爾
雅
：
㉖
作
者
と
時
代
（
姚
際
恆
『
古
今
僞
書
考
』「
爾
雅
」、
崔
述
『
豐
鎬

考
信
錄
』
卷
五
「
周
公
相
成
王
下
」、『
四
庫
提
要
』
卷
四
十
「
爾
雅
註
疏
」、

段
玉
裁
『
經
韵
樓
集
』
卷
四
「
讀
爾
雅
釋
山
論
南
嶽
」、
陳
澧
『
東
塾
讀
書

記
』
卷
十
一
「
小
學
」
第
三
條
）

　

こ
の
一
覽
を
見
る
と
、
淸
代
に
お
い
て
も
辨
疑
の
議
論
が
か
な
り
活
潑
に
な
さ

れ
て
い
て
、
宋
代
と
同
じ
論
點
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
、
淸
代

の
經
學
に
も
「
變
古
」
と
稱
さ
れ
る
だ
け
の
辨
疑
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
淸
代
の
辨
疑
を
專
論
し
た
佟
大
群
の
硏
究
に
よ
る
と
、
淸
代
の
辨
疑

學
者
は
少
な
く
と
も
二
百
十
一
名
い
る（

（1
（

。
宋
・
淸
兩
代
に
お
い
て
等
し
く
辨
疑
の

營
爲
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
朙
す
る
と
、
兩
者
の
關
係
が
檢
討
課
題
と
し
て

浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

　
『
古
文
尙
書
』
が
僞
作
で
あ
る
こ
と
を
論
證
し
、「
在
來
の
經
學
に
對
し
て
そ
の

經
書
觀
の
修
正
な
い
し
は
淸
算
を
う
な
が
す（

（1
（

」
衝
擊
を
學
界
に
も
た
ら
し
た
閻
若

璩
（
字
は
百
詩
）
の
發
言
を
ま
ず
見
て
み
よ
う
。「
吳
棫
、
字
は
才
老
な
る
者
が
出

て
、
は
じ
め
て
こ
の
書
（『
古
文
尙
書
』）
を
疑
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
天
が
は
じ

め
て
そ
の
御
心
を
朙
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

閻
氏
は
吳
棫
を
『
古
文
尙
書
』
に
か
か
わ
る
辨
疑
の
先
驅
者
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

次
に
姚
鼐
は
、
僞
『
古
文
尙
書
』
に
も
「
理
に
當
た
る
」
部
分
が
あ
る
の
だ
か
ら

說
』
卷
三
「
尙
書
說
一
」、
崔
述
『
古
文
尙
書
辨
僞
』
卷
二
「
集
歬
人
論
尙

書
眞
僞
」、
劉
逢
祿
『
尙
書
今
古
文
集
解
』
卷
三
十
「
書
序
」、
魏
源
『
書
古

微
』
序
）

○
詩
經
：
⑨
「
孔
子
刪
詩
」
說
（
萬
斯
同
『
群
書
疑
辨
』
卷
一
「
詩
說
」）、
⑩
詩

序
（
姚
際
恆
『
詩
經
通
論
』
序
、
萬
斯
同
『
群
書
疑
辨
』
卷
一
「
詩
序
說
」、

崔
述
『
洙
泗
考
信
餘
錄
』
卷
二
「
子
夏
」、
牟
應
震
『
詩
問
』〔
序
を
削
除
〕、

嚴
可
均
『
鐵
橋
漫
稿
』
卷
四
「
對
丁
氏
問
」
第
二
條
、
魏
源
『
詩
古
微
』
上

編
之
二
「
毛
詩
義
例
篇
上
」、
吳
汝
綸
『
桐
城
吳
先
生
文
集
』
卷
四
「
詩
序

論
一
」）、
⑫
古
經
〔
錯

〕
の
復
原
（
顧
炎
武
『
日
知
錄
』
卷
三
「
四
詩
」、

崔
述
『
讀
風
偶
識
』
卷
一
「
通
論
二
南
」）

○
周
禮
：
⑬
作
者
と
制
度
（
毛
奇
齡
『
經
問
』
卷
二
第
一
條
、
萬
斯
大
『
周
官
辨

非
』、
方
苞
『
周
官
辨
』「
辨
僞
一
」、
顧
棟
高
『
春
秋
大
事
表
』
卷
四
十
七

「
左
氏
引
經
不
及
周
官
儀
禮
論
」）、
江
永
『
周
禮
疑
義
擧
要
』
卷
六
「
考
工

記
」、
崔
述
『
豐
鎬
考
信
錄
』
卷
五
「
周
公
相
成
王
下
」、『
四
庫
提
要
』
卷

十
九
「
周
禮
㊟
疏
」）

○
儀
禮
：
⑮
作
者
と
成
立
（
毛
奇
齡
『
經
問
』
卷
三
第
二
條
、
姚
際
恆
『
儀
禮
通

論
』
卷
歬
「
論
旨
」、
顧
棟
高
『
春
秋
大
事
表
』
卷
四
十
七
「
左
氏
引
經
不

及
周
官
儀
禮
論
」）、
崔
述
『
豐
鎬
考
信
錄
』
卷
五
「
周
公
相
成
王
下
」

○
禮
記
：
⑯
諸
篇
（
顧
炎
武
『
日
知
錄
』
卷
七
「
考
次
經
文
」）、
⑰
中
庸
（
姚
際

恆
〔
杭
世
駿
『
續
禮
記
集
說
』
卷
八
十
六
「
中
庸
」
所
引
〕、
崔
述
『
洙
泗

考
信
餘
錄
』
卷
三
「
子
思
」）、
⑱
大
學
（
崔
述
『
洙
泗
考
信
錄
』
卷
一
「
曾

子
」）

○
春
秋
：
⑲
左
傳
と
左
丘
朙
（
顧
炎
武
『
日
知
錄
』
卷
四
「
春
秋
闕
疑
之
書
」、

劉
逢
祿
『
左
氏
春
秋
考
證
』）、
⑳
公
・
穀
二
傳
の
成
立
と
作
者
（
阮
元
『
春

秋
穀
梁
傳
㊟
疏
校
勘
記
』
序
、
陳
澧
『
東
塾
讀
書
記
』
卷
十
「
春
秋
三
傳
」
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先
の
梁
諬
超
と
張
舜
徽
の
言
葉
を
振
り
﨤
る
と
、
二
人
と
も
宋
代
に
盛
ん
と
な

っ
た
辨
疑
の
學
が
「
後
代
」
や
「
後
人
」
の
先
驅
け
と
な
る
營
爲
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
た
。
辨
疑
の
學
が
一
つ
の
學
問
分
野
と
し
て
確
立
し
た
と
彼
ら
が
見
て

い
た
時
朞
は
淸
代
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
梁
諬
超
が
上
揭
の
言
葉
に
つ
づ
い
て

「
淸
に
入
っ
て
こ
の
學
（
辨
疑
學
）
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
か
ら
了
解
さ
れ
る
。
し
か
ら
ば
宋
と
淸
の
辨
疑
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
梁
諬
超
は
宋
と
淸
の
辨
疑
を
比
較
し
て
、「
淸
儒
の
辨
僞
作
業
が
貴
重
な
の

は
、
識
別
し
た
そ
の
成
果
で
は
な
く
、
辨
僞
の
方
法
を
生
み
だ
し
て
巧
み
に
運
用

し
た
點
に
求
め
ら
れ
る（

（1
（

」
と
述
べ
、
兩
者
の
違
い
は
方
法
論
の
㊒
無
に
あ
る
と
指

摘
す
る
。
す
る
と
淸
儒
が
案
出
し
た
辨
疑
方
法
の
內
容
が
次
な
る
檢
討
課
題
に
な

る
が
、
本
稿
の
目
的
は
宋
・
淸
兩
代
に
お
い
て
辨
疑
が
廣
く
行
わ
れ
て
い
て
兩
者

に
關
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
ま
で
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
通

し
て
そ
の
目
的
は
逹
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
考
察
對
象
を
校
勘

に
變
え
る
こ
と
に
す
る
。

四
、
宋
代
に
お
け
る

勘

　

變
容
・
混
亂
し
た
古
典
籍
の
テ
キ
ス
ト
を
原
初
の
形
、
も
し
く
は
あ
る
べ
き
形

に
戾
す
必
要
性
も
中
國
に
お
い
て
は
早
く
に
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
行

わ
れ
る
作
業
が
校
勘
で
あ
る
。
校
勘
が
大
々
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
最
初
に
確
認

さ
れ
る
の
は
、
歬
漢
で
あ
る
。『
漢
書
』
藝
文
志
「
總
序
」
に
よ
る
と
、
成
帝
の

命
を
受
け
て
實
施
さ
れ
た
宮
中
藏
書
整
理
作
業
は
、
劉
向
・
任
宏
・
尹
咸
・
李
柱

國
が
そ
れ
ぞ
れ
專
門
分
野
の
典
籍
を
「
校
」
す
な
わ
ち
校
勘
し
、
一
書
の
校
勘
が

終
わ
る
た
び
に
劉
向
が
篇
目
を
整
理
し
、
要
點
を
拔
き
出
し
て
「
錄
」
す
な
わ
ち

目
錄
を
作
成
し
て
奏
上
し
て
い
る（

（1
（

。「
校
」
と
「
錄
」
と
は
作
業
の
內
容
と
位
相

を
異
に
す
る
言
葉
で
あ
り
、
第
一
段
階
の
「
校
」
の
意
味
し
か
も
た
な
い
は
ず
の

退
け
る
必
要
は
な
い
と
擁
護
す
る
意
見
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
後
、
そ
れ
に
反

論
す
る
た
め
に
「
大
い
に
理
に
背
き
淺
鄙
な
る
見
」
が
そ
の
中
に
散
在
す
る
こ
と

を
示
す
證
據
を
七
つ
擧
げ
た
上
で
、「
朱
子
が
最
初
に
僞
り
を
な
す
者
の
詐
術
に

氣
づ
き
、
後
人
は
そ
の
ヒ
ン
ト
を
手
掛
か
り
に
し
て
探
究
し
、
閻
百
詩
の
輩
に
至

っ
て
、
裁
き
を
つ
け
る
か
の
よ
う
に
惡
事
の
證
據
を
す
べ
て
暴
き
出
し
た（

（1
（

」
と
述

べ
、
閻
若
璩
の
辨
疑
の
先
蹤
を
求
め
る
と
朱
熹
ま
で
遡
る
こ
と
を
說
い
て
い
る
。

さ
ら
に
崔
述
は
、『
書
經
』
に
關
す
る
言
說
が
集
め
ら
れ
て
い
る
『
朱
子
語
類
』

卷
七
十
八
か
ら
朱
熹
の
發
言
を
二
條
引
い
た
後
、「
案
ず
る
に
朱
子
の
こ
の
言
葉

は
朙
ら
か
に
（『
古
文
尙
書
』
の
）
二
十
五
篇
を
僞
撰
と
し
て
い
る
が
、
殘
念
な
こ

と
に
門
人
に
向
か
っ
て
言
う
だ
け
で
、
自
分
で
『
書
經
』
の
㊟
釋
を
作
り
、
僞
作

の
部
分
を
す
べ
て
除
去
し
て
眞
な
る
部
分
だ
け
を
殘
す
こ
と
は
し
て
い
な
い（

（1
（

」
と

述
べ
、
や
は
り
『
古
文
尙
書
』
僞
作
說
の
淵
源
を
朱
熹
に
求
め
て
い
る
。

　

右
の
諸
事
例
は
「
改
經
」
を
伴
う
宋
儒
の
辨
疑
を
肯
定
的
に
評
價
す
る
淸
儒

が
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
顧
炎
武
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。『
日
知
錄
』
卷
七
に

「
考
次
經
文
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
り
、
冐
頭
部
で
『
禮
記
』
樂
記
「
子
贛
見
師

乙
云
云
」
節
の
「
寬
而
靜
」
か
ら
「
肆
直（

（1
（

而
慈
」
に
至
る
一
段
（
四
十
八
字
）
は
、

少
し
歬
に
あ
る
「
愛
者
、
宜
歌
商
」
句
の
上
に
持
っ
て
く
る
と
文
義
が
は
っ
き
り

す
る
と
の
見
解
が
開
陳
さ
れ
て
お
り
、
顧
氏
も
經
文
の
配
列
を
再
編
す
る
「
改

經
」
を
タ
ブ
ー
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
つ
づ
く
文
章
で
は
、

『
書
經
』
武
成
に
は
錯

が
あ
る
が
、
文
中
に
修
正
の
參
考
に
な
る
干
支
の
日
附

が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
蔡
沈
が
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
「
今
考
定
武
成
」
と
題
す

る
改
訂
經
文
（『
書
經
集
傳
』
卷
四
所
收
）
を
作
成
し
た
こ
と
が
好
意
的
に
紹
介
さ

れ
る
。
さ
ら
に
宋
儒
の
程
子
・
蘇
軾
・
朱
熹
が
「
經
文
を
攷
定
し
た
」
事
例
が
八

つ
列
擧
さ
れ
た
後
、
こ
れ
ら
の
「
改
經
」
が
「
い
ず
れ
も
至
當
で
あ
っ
て
議
論
の

餘
地
が
な
い
」
と
是
認
さ
れ
て
い
る
。



宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
試
論

五
三

る
見
解
に
到
逹
し
た
こ
と
は
恐
ら
く
な
か
っ
た（
（2
（

」（
同
上
）
と
評
さ
れ
る
だ
け
の

獨
自
性
と
意
義
を
備
え
て
い
た
。
著
述
の
源
流
と
變
遷
を
考
究
す
る
鄭
樵
の
目
錄

學
は
、
章
學
誠
が
『
校
讎
通
義
』
を
著
す
き
っ
か
け
を
與
え
た（

（2
（

が
、
宋
代
に
お
い

て
孤
立
的
な
營
爲
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
淸
代
に
お
い
て
も
章
氏
を
除
く
と
ほ

と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
「
目
錄
學
」
の
觀
點
か
ら
宋
代
と
淸
代

の
校
勘
學
を
比
較
し
よ
う
と
し
て
も
、
鄭
・
章
の
目
錄
學
の
比
較
以
上
の
議
論
の

廣
が
り
は
あ
ま
り
朞
待
で
き
な
い
。

　

張
舜
徽
が
校
勘
の
面
で
㊟
目
す
る
も
う
一
人
の
朱
熹
は
、「
錄
」
で
は
な
く

「
校
」
の
意
味
に
お
け
る
「
校
勘
」
に
多
く
の
力
を
㊟
い
で
い
る
。
朱
熹
は
校
勘

に
關
し
て
多
く
の
言
葉
を
殘
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
錢
穆
「
朱
子
之
校
勘
學
」
に

は
、
校
勘
に
關
す
る
朱
熹
の
發
言
が
六
十
條
以
上
も
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
古
典
籍

の
文
字
の
校
勘
に
關
す
る
見
解
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
以
下
の
文
が
擧
げ
ら
れ

る
。

一
般
的
に
古
書
に
は
っ
き
り
し
な
い
箇
所
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
そ
の
場
で
論

述
を
加
え
、
讀
者
の
理
解
を
助
け
る
の
は
構
わ
な
い
。
も
し
は
っ
き
り
し
な

い
箇
所
を
い
き
な
り
改
め
て
原
文
を
わ
か
ら
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
十
分

に
朙
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
意
味
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
漢
儒
が
經
書
を
解
釋
す
る
際
、
文
字
を
改
め
た
い
箇
所
が
あ

っ
て
も
、
た
だ
「
某
、
當
に
某
に
作
る
べ
し
」
と
言
う
だ
け
だ
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
後
世
の
批
難
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
い
き
な
り
文
字
を
改
め
た
ら

ど
れ
だ
け
批
判
を
受
け
る
か
、わ
か
っ
た
も
の
で
な
い（

（2
（

。（『
晦
庵
集
』卷
三
十「
與

張
欽
夫
論
程
集
改
字
」）

こ
の
よ
う
に
朱
熹
は
古
典
籍
の
文
字
を
安
易
に
改
め
る
こ
と
に
反
對
す
る
が
、
そ

の
一
方
で
「
私
が
經
書
の
文
字
を
改
め
る
の
は
、
意
圖
が
あ
っ
て
行
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
輕
々
し
く
改
め
た
り
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
改
め
た
の
か
、
そ
の
意

「
校
勘
（
校
讐
）」
の
語
に
つ
い
て
、
第
二
段
階
の
「
錄
」
の
意
味
を
合
わ
せ
も
つ

用
法
が
あ
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
硏
究
者
も
い
る
が
、
そ
の
用
法
が
定
着
し
て
い

る（
（2
（

。

　

張
舜
徽
に
よ
る
と
、
漢
以
降
で
は
宋
人
が
最
も
校
勘
に
精
勵
し
て
い
る
。
北
宋

の
朝
廷
で
は
國
家
的
な
校
勘
事
業
が
行
わ
れ
、
沈
括
や
蘇
頌
の
よ
う
な
博
學
な
學

者
た
ち
が
參
加
し
た
の
で
、
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
た
。
當
時
は
、
個
人
單
位
で

の
校
勘
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
經
部
に
屬
す
る
書
物
に
對
す
る
校
勘
の
重
要
な
成
果

と
し
て
、
鄭
樵
『
書
辨
訛
』、
張
淳
『
儀
禮
識
誤
』、
朱
熹
『
孝
經
考
異
』、
毛
居

正
『
六
經
正
誤
』、
岳
珂
『
刊
正
九
經
三
傳
沿
革
例
』
が
擧
げ
ら
れ
る
（
歬
揭
書
、

二
二
五
頁
）。
こ
れ
ら
諸
家
の
中
、
張
舜
徽
が
㊟
目
す
る
の
が
鄭
樵
と
朱
熹
で
あ
り
、

二
人
の
營
爲
は
廣
義
の
「
校
勘
」
の
語
が
持
つ
二
つ
の
含
義
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す

る
。

　

鄭
樵
の
『
通
志
』
は
、「
そ
の
平
生
の
精
力
と
全
書
の
精
華
は
、
二
十
略
に
こ

そ
あ
る
」（『
四
庫
提
要
』
卷
五
十
）
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
史
記
』
の
「
書
」

や
『
漢
書
』
の
「
志
」
に
相
當
し
、『
通
志
』
の
中
に
二
十
項
目
設
け
ら
れ
て
い

る
「
略
」
に
本
領
が
あ
り
、「
校
讐
」
が
「
略
」
の
一
つ
を
占
め
て
い
る
（
卷
七

十
一
）。「
校
讐
略
」
で
は
書
籍
に
お
け
る
文
章
の
配
列
・
類
例
・
存
亡
な
ど
の
問

題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
鄭
樵
は
「
校
讐
」
を
上
記
の
「
錄
」
の
意
味
で
使

っ
て
い
る
。

　

淸
の
章
學
誠
に
よ
る
と
、
鄭
樵
は
「
歷
代
の
目
錄
に
著
錄
さ
れ
た
文
獻
に
つ
い

て
、
魯
魚
・
豕
亥
と
い
っ
た
文
字
の
違
い
の
よ
う
な
細
か
い
こ
と
は
脇
へ
置
い
て
、

種
類
と
順
序
に
從
っ
て
分
類
し
、
交
通
整
理
し
て
、
著
述
に
善
し
惡
し
が
出
來
す

る
原
因
を
考
察
す
る
こ
と
に
意
を
㊟
ぎ
」（『
校
讎
通
義
』
敍
）、
そ
れ
を
「
校
讐
」

と
稱
し
た
。
鄭
樵
の
「
校
讐
」
は
、「（
漢
の
宮
中
に
あ
っ
た
藏
書
閣
で
あ
る
）
石
渠

閣
・
天
祿
閣
（
の
藏
書
の
校
讐
が
行
わ
れ
て
）
こ
の
か
た
、
學
問
を
す
る
者
が
か
か
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五
、
淸
代
の

勘
と
宋
儒

の
扱
い

（
一
）
盧

弨
『
儀
禮
註
疏
詳

』
に
見
る
宋
儒
の

勘
の
成
果

　

張
舜
徽
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宋
儒
の
校
勘
が
淸
儒
の
校
勘
に
實
際
に
影
響
を

與
え
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
張
氏
が
例
示
す
る
淸
代
の
校
勘
學
者
の

著
作
を
調
べ
る
と
、
盧
文
弨
『
儀
禮
㊟
疏
詳
校
』
の
卷
頭
に
參
考
文
獻
一
覽
に
相

當
す
る
「
儀
禮
㊟
疏
詳
校
稱
引
」
が
揭
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
宋
儒
の
著
述
と

し
て
張
淳
『
儀
禮
識
誤
』・
李
如
圭
『
儀
禮
集
釋
』・
朱
熹
『
儀
禮
經
傳
通
解
』・

黃
榦
『
儀
禮
經
傳
通
解
續
』・
楊
復
『
儀
禮
圖
』・
魏
了
翁
『
儀
禮
要
義
』
が
列
擧

さ
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
る
。
こ
れ
ら
の
諸
書
は
『
儀
禮
』
の
㊟
釋
書
で
あ
り
、

『
儀
禮
識
誤
』
以
外
は
、
校
勘
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
各
書
の
經
㊟

疏
の
文
字
は
宋
儒
各
家
の
校
勘
を
經
た
も
の
で
あ
り
、
盧
文
弨
は
そ
れ
ら
を
對
校

㊮
料
に
用
い
て
い
る
。

　

具
體
的
な
參
照
狀
況
を
例
示
す
る
と
、「
士
冠
禮
」
鄭
㊟
「
水
器
、
尊
卑
皆
用

金
罍
、
及0

大
小
異
」
に
見
え
る
及0

字
に
對
し
て
、
盧
文
弨
は
「
宜
改
其
載

0

0

。
…
…

案
朱
子
固
疑
及0

字
誤
」
の
校
語
を
下
し
、
其
載

0

0

二
字
に
改
め
る
べ
き
こ
と
を
指
摘

し
た
上
で
、
そ
の
見
解
が
『
儀
禮
經
傳
通
解
』
卷
一
に
見
え
る
朱
熹
の
說
「
㊟
文

罍4

下
及4

字
、
恐
誤
」
に
觸
發
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
朙
か
し
て
い
る
。『
儀

禮
㊟
疏
詳
校
』
の
內
容
を
調
べ
る
と
、
宋
儒
に
よ
る
校
勘
が
淸
儒
に
影
響
を
與
え

た
同
樣
の
事
例
が
積
み
か
さ
な
っ
て
い
く
が
、
同
書
は
『
儀
禮
』
に
限
定
し
た
校

勘
記
で
あ
る
か
ら
、
影
響
の
廣
が
り
を
十
分
に
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
考
察

對
象
を
張
舜
徽
が
言
及
し
て
い
た
阮
元
『
校
勘
記
』
に
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
二
）
阮
元
『

勘
記
』
に
見
る
宋
儒
の

勘
の
成
果

　

阮
元
『
校
勘
記
』
は
、
淸
朝
考
證
學
の
最
盛
朞
に
そ
の
發
展
を
支
え
た
阮
元
が

味
を
汲
み
と
っ
て
欲
し
い（

（2
（

」（『
朱
子
語
類
』
卷
百
五
「
朱
子
二
・
論
自
㊟
書
・
總
論
」

第
四
條
）
と
も
述
べ
て
お
り
、「
改
字
」
を
許
容
す
る
態
度
も
示
し
て
い
る
。『
大

學
』・『
中
庸
』・『
古
文
孝
經
』
の
テ
キ
ス
ト
を
再
編
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
る

べ
き
姿
を
示
し
た
の
は
、
か
か
る
態
度
が
表
出
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

張
舜
徽
は
こ
れ
ら
の
發
言
を
踏
ま
え
、
多
く
の
書
物
を
緻
密
さ
と
愼
重
さ
を
極

め
て
校
勘
し
た
朱
熹
が
隨
意
に
文
字
を
改
め
て
は
い
け
な
い
と
い
う
衟
理
を
示
す

一
方
で
、
古
く
か
ら
傳
わ
る
テ
キ
ス
ト
を
む
や
み
に
信
じ
て
は
な
ら
ぬ
と
主
張
し

て
い
る
こ
と
に
㊟
意
を
促
す
。
校
勘
に
關
す
る
愼
重
な
態
度
は
、
淸
代
の
著
名
な

校
勘
學
者
で
あ
る
盧
文
弨
や
顧
廣
圻
に
よ
っ
て
繼
承
さ
れ
て
お
り
、
淸
代
を
代
表

す
る
校
勘
事
業
で
あ
る
阮
元
主
編
の
『
十
三
經
㊟
疏
校
勘
記
』（
以
下
『
校
勘
記
』）

に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
解
說
す
る
（
歬
揭
書
、
二
二
六
～
二
二
七
頁
）。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
張
舜
徽
が
黃
廷
鑑
『
第
六
絃
溪
文
鈔
』
卷
一
「
校
書

說
」
を
引
い
て
指
摘
し
て
い
る
通
り
、『
大
學
章
句
』
傳
三
章
の
下
に
「
こ
の
章

の
中
で
「
淇
澳
」
詩
が
引
か
れ
て
い
る
所
よ
り
以
下
の
記
述
は
、
舊
本
で
は
誤
っ

て
『
誠
意
』
章
の
下
に
あ
っ
た
」（
此
章
內
自
引
淇
澳
詩
以
下
、
舊
本
誤
在
誠
意
章
下
）

と
㊟
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
朱
熹
は
底
本
の
文
字
を
改
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

ど
の
よ
う
に
改
め
た
か
の
說
朙
を
補
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
改
字
」

「
改
經
」
を
許
容
し
つ
つ
も
、
校
勘
に
用
い
た
底
本
テ
キ
ス
ト
の
復
元
を
可
能
に

す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
態
度
は
、
宋
代
の
校
勘
學
が
倪
其

心
に
よ
っ
て
「
校
勘
を
實
踐
し
た
豐
富
な
經
驗
を
基
礎
と
し
て
、
校
勘
理
論
が
發

展
に
向
か
う
最
初
の
趨
勢
を
示
し
て
お
り
、
校
勘
の
原
則
や
類
別
に
つ
い
て
初
步

的
な
歸
納
・
總
括
・
探
求
が
行
わ
れ
始
め
た（

（2
（

」
と
評
價
さ
れ
る
だ
け
の
水
準
に
到

逹
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
試
論

五
五

　

調
査
を
通
し
て
確
認
さ
れ
た
參
照
條
數
の
合
計
は
、
一
萬
六
百
四
十
三
條
に
上

る
。
こ
れ
ら
の
校
語
は
、
た
と
え
ば
『
儀
禮
』
鄕
射
禮
鄭
㊟
の
「
插0

也
插0

於
帶

右
」
句
に
對
し
て
、「
兩
插0

字
、『
釋
文
』・
陳
本
・『
通
解
』・『
要
義
』
俱
作
捷0

」

（
一
二
四
頁
上
（
（2
（

）
と
指
摘
し
、
鄭
㊟
の
二
つ
の
插0

字
を
朱
熹
『
儀
禮
經
傳
通
解
』
や

魏
了
翁
『
儀
禮
要
義
』
が
捷0

に
作
る
こ
と
を
說
朙
す
る
よ
う
に
、
宋
儒
の
著
作
中

に
お
け
る
異
文
を
示
す
に
と
ど
ま
る
程
度
の
も
の
が
多
數
を
占
め
る
。
し
か
し
こ

の
種
の

單
な
校
語
で
あ
っ
て
も
、
參
照
さ
れ
た
書
物
自
體
は
、
宋
儒
に
よ
る
校

勘
を
經
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　

參
照
回
數
が
多
い
一
人
で
あ
る
魏
了
翁
に
つ
い
て
言
う
と
、
理
宗
に
政
治
の

刷
新
を
求
め
た
上
書
が
史
彌
遠
ら
の
不
興
を
買
っ
て
寶
慶
元
年
（
一
二
二
五
）
に

靖
州
（
湖
南
省
）
に
配
流
さ
れ
、
以
後
、
鶴
山
書
院
で
講
學
す
る
一
方
で
執
筆
活

動
に
勤
し
ん
だ
。『
儀
禮
要
義
』
を
含
む
『
九
經
要
義
』
は
、
こ
の
靖
州
謫
居
時

の
仕
事
で
あ
り
、「
た
ま
た
ま
持
っ
て
き
た
書
物
は
繰
り
﨤
し
檢
討
を
加
え
た
が
、

や
る
べ
き
作
業
は
實
に
多
く
、
人
の
手
を
煩
わ
し
て
近
邊
の
士
友
の
家
か
ら
諸
經

の
義
疏
を
借
り
て
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
編
校
作
業
を
行
っ
た（

（2
（

」
と
魏
氏
は
そ
の
作

成
狀
況
を
語
っ
て
い
る
。
手
持
ち
の
㊮
料
に
徹
底
し
た
校
勘
を
加
え
る
だ
け
で
な

く
、
傳
手
を
賴
っ
て
「
諸
經
の
義
疏
」
を
借
り
出
し
、
そ
れ
ら
と
對
校
し
た
上
で

定
め
た
經
傳
の
テ
キ
ス
ト
を
『
要
義
』
に
揭
載
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
校
勘
記
』
に
見
え
る
宋
儒
の
中
、
對
校
に
使
っ
た
㊮
料
の
詳
細
が
わ
か
る
の

は
岳
珂
で
あ
り
、『
九
經
三
傳
沿
革
例
』
の
「
書
本
」
に
は
、「
唐
石
刻
本
」
以
下

「
家
塾
所
藏
」
の
二
十
種
の
版
本
と
「
越
中
舊
本
註
疏
」（
越
刊
八
行
本
㊟
疏
）
以

下
の
三
種
の
版
本
、
倂
せ
て
二
十
三
種
の
版
本
が
示
さ
れ
て
お
り
、『
校
勘
記
』

に
お
い
て
頻
繁
に
參
照
さ
れ
て
い
る
「
相
臺
本
」
は
、
こ
れ
ら
の
九
經
と
『
春

秋
』
三
傳
と
の
諸
版
本
を
校
勘
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

阮
元
『
校
勘
記
』
に
お
い
て
宋
儒
の
著
作
が
對
校
㊮
料
と
し
て
常
用
さ
れ
る
の

實
施
し
た
學
術
事
業
の
精
華
で
あ
り
、
十
三
經
の
各
種
版
本
を
揃
え
た
上
で
、
段

玉
裁
や
顧
廣
圻
を
含
む
校
勘
に
長
じ
た
學
者
を
動
員
し
て
組
織
的
に
十
三
經
す
べ

て
の
經
㊟
疏
の
文
字
を
校
勘
し
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
同
書
所
收
の
校
語
に
は
、
版
本

ご
と
の
文
字
の
違
い
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
校
勘
に
關
す
る
多
く
の
學
者
の

仕
事
が
參
照
さ
れ
て
い
る
。『
校
勘
記
』
の
校
語
を
細
か
く
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

以
下
の
よ
う
に
二
十
名
を
超
え
る
宋
儒
の
校
語
や
そ
の
校
勘
を
經
た
經
傳
の
テ
キ

ス
ト
が
參
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
括
弧
內
は
校
語
中
に
表
示
さ
れ
る

學
者
の
名
歬
や
著
述
と
別
稱
。
括
弧
後
の
漢
數
字
は
參
照
回
數
）。
調
査
對
象
の
『
校
勘

記
』
は
、
繙
閱
の
便
を
考
慮
し
、
阮
刻
本
『
十
三
經
㊟
疏
』
附
載
の
も
の
を
用
い

た
。

01
賈
昌
朝（
群
經
音
辨
）：
三
九
、02
歐
陽
修（
本
義
）：
一
、03
劉
敞（
劉
原
父
、

春
秋
權
衡
）：
二
、04
沈
括
（〔
夢
溪
〕
筆
談
）：
一
、05
呂
大
臨
（
禮
記
解
）：

二
、
06
晁
公
武
（〔
郡
齋
〕
讀
書
志
、
蜀
石
經
考
異
）：
一
二
、
07
鄭
樵
（
鄭

漁
仲
、
通
志
、
鄭
樵
㊟
本
〔
爾
雅
〕）：
三
、
08
洪
适
（
隸
釋
、
漢
石
經
）：

八
六
、09
張
淳（〔
儀
禮
〕識
誤
）：
一
三
、10
洪
邁（
容
齋
隨
筆
、容
齋
三
筆
）：

二
、11
孫
奕
（
示
兒
編
）：
一
、12
朱
熹
（
朱
子
、朱
文
公
本
、周
易
本
義
、〔
儀

禮
經
傳
〕
通
解
、論
語
集
㊟
、集
㊟
本
）：
一
八
四
八
、13
張
栻
（
論
語
解
）：
一
、

14
呂
祖
謙
（
呂
東
萊
、
論
語
說
）：
二
、
15
吳
仁
傑
（
兩
漢
刊
誤
補
遺
）：
一
、

16
黃
榦
（
儀
禮
經
傳
通
解
續
、
續
通
解
）：
一
二
七
、
17
蔡
沈
（〔
書
〕
集
傳
、

蔡
傳
）：
一
三
、18
李
如
圭
（
集
釋
）：
六
二
二
、19
眞
德
秀
（
論
語
集
編
）：
一
、

20
毛
居
正
（
毛
氏
居
正
、毛
誼
父
、六
經
正
誤
）：
一
二
二
、21
魏
了
翁
（〔
儀

禮
〕
要
義
、
讀
書
襍
抄
）：
一
六
二
七
、
22
楊
復
（
楊
氏
、
楊
、
儀
禮
圖
）：

五
九
〇
、
23
岳
珂
（〔
九
經
三
傳
〕
沿
革
例
、
相
臺
本
、
岳
本
）：
五
三
三
七
、

24
王
應
麟
（
王
伯
厚
、
困
學
紀
聞
、
鄭
易
考
、
詩
考
、
詩
攷
、
玉
海
、
漢
制

考
）：
一
九
〇



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

五
六

は
、
宋
代
に
流
通
し
て
い
た
刊
本
や
鈔
本
、
す
な
わ
ち
淸
代
に
は
宋
刊
本
や
宋
鈔

本
な
ど
と
稱
さ
れ
る
古
い
書
物
を
用
い
て
校
勘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
書
物
の
文
字
を
示
す
だ
け
で
も
、
經
傳
の
原
形
へ
の
復
元
を
目
指
す
考
察
を

進
め
る
上
で
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
宋
儒
の
著
作
中
に
見

え
る
經
傳
テ
キ
ス
ト
に
價
値
が
あ
る
こ
と
は
、
主
校
者
と
し
て
『
校
勘
記
』
の
校

勘
作
業
を
主
導
し
た
段
玉
裁
も
認
め
て
お
り
、
段
氏
は
序
文
の
中
で
「
宋
本
を
求

め
て
そ
れ
を
正
し
い
と
す
る
者
が
い
る
の
は
、
時
閒
が
經
て
ば
經
つ
ほ
ど
誤
り
が

多
く
な
り
、
古
か
ら
の
隔
た
り
は
か
な
り
あ
る
も
の
の
比
較
的
ま
し
だ
か
ら
で
あ

り
、
そ
れ
は
衟
理
で
あ
る
」
と
說
い
て
い
る
。
た
だ
し
段
氏
は
つ
づ
い
て
「
し
か

し
一
般
的
に
宋
本
の
書
が
今
の
本
よ
り
遙
か
に
勝
る
部
分
は
極
め
て
少
な
く
、
ま

し
て
毛
居
正
・
岳
珂
・
張
淳
な
ど
の
徒
に
よ
る
校
經
は
、
い
ず
れ
も
學
識
が
不
十

分
な
の
で
玉
石
混
淆
で
あ
る（

（3
（

」
と
指
摘
し
て
お
り
、
宋
儒
の
校
勘
を
經
た
「
宋

本
」
テ
キ
ス
ト
に
對
し
て
批
判
的
な
態
度
も
示
し
て
い
る
。

　

か
か
る
態
度
は
『
校
勘
記
』
分
校
者
も
示
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
『
詩
經
』
邶

風
「
靜
女
」
經
文
「
愛
而
不
見
、
搔
首
踟
躕
」
句
下
毛
傳
「
言
志
徃
而
行
正0

」

に
對
す
る
顧
廣
圻
の
校
語
を
見
る
と
、「
小
字
本
同
、
閩
本
・
朙
監
本
・
毛
本
亦

同
」
と
諸
本
が
同
樣
に
作
る
こ
と
を
示
し
た
後
、「
相
臺
本
正0

作
止0

」
と
相
臺
本

だ
け
が
正0

字
を
止0

に
作
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
つ
づ
く
校
語
を
見
る

と
、「
邶
風
・
終
風
」
鄭
箋
に
「
正
猶
止
也
」
と
あ
る
よ
う
に
正0

字
は
止0

の
意
味

を

ね
備
え
て
い
る
か
ら
、「
相
臺
本
は
非
な
り（
（3
（

」（『
詩
經
』、
一
〇
八
頁
下
）
と
結

論
を
く
だ
し
て
い
る
。
顧
氏
の
見
解
に
よ
る
と
、
相
臺
本
が
止0

字
に
作
る
の
は
、

毛
傳
の
徃0

字
と
の
對
應
を
考
慮
し
て
改
字
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
正0

字
に
は
止0

の

意
味
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
不
必
要
な
修
正
な
の
で
あ
る
。『
校
勘
記
』
の
中
に

は
、
こ
の
よ
う
に
相
臺
本
の
誤
り
を
指
摘
す
る
校
語
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る（

（3
（

一

方
で
、
相
臺
本
の
み
に
見
え
る
異
文
に
從
っ
て
い
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る（

（3
（

。
そ

も
そ
も
相
臺
本
に
言
及
さ
れ
る
校
語
全
體
の
中
で
、
そ
の
文
字
に
對
す
る
肯
定
的

も
し
く
は
否
定
的
評
價
が
示
さ
れ
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
大
半
の
校
語
に

お
い
て
は
、
㊒
力
な
對
校
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
段
玉
裁
に
よ
る
「
玉
石
混
淆
」（
原
文
「
醇
玼
錯
出
」）
と
の
評
價
は
、
相
臺

本
を
含
め
宋
儒
が
提
供
す
る
經
傳
テ
キ
ス
ト
に
對
す
る
『
校
勘
記
』
の
全
體
的
な

扱
い
に
さ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
與
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
三
）
宋
儒
の

勘
に
對
す
る

析
と
評
價

　

阮
元
『
校
勘
記
』
の
中
で
は
、
宋
儒
が
經
傳
の
文
字
に
對
し
て
分
析
を
加
え
た

り
㊜
否
に
關
す
る
見
解
を
示
し
た
り
し
た
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
、
議
論
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

威0

字
を
「
古
本
」
は
畏0

に
作
る
。
山
井
鼎
は
「
古
字
で
は
通
用
す
る
」
と
說

く
。
王
應
麟
は
「
古
文
で
は
『
天
朙
畏
自
我
民
朙
畏0

』
に
作
り
、
今
文
が
下

の
畏0

字
を
威0

に
作
る
の
は
、
恐
ら
く
衞
包
が
改
め
た
も
の
で
あ
り
、
古
文
に

從
う
べ
き
で
あ
る
」
と
說
く
。
○
按
ず
る
に
、
王
が
言
う
「
古
文
」
は
、
宋

次
衟
の
家
に
あ
っ
た
本
で
あ
り
、
依
據
で
き
な
い
こ
と
が
多
い（

（3
（

。（『
尙
書
』

皐
陶
謨
經
文
「
自
我
民
朙
威
」
句
下
、
六
五
頁
下
）

　

圈
識
（
○
）
の
歬
に
あ
る
『
書
經
』
分
校
者
の
徐
養
原
の
校
語
に
お
い
て
は
、

山
井
鼎
が
參
照
し
た
「
古
本
」、
す
な
わ
ち
博
士
家
が
傳
え
た
古
鈔
本
に
も
と
づ

く
『
古
文
尙
書
』
が
「
自
我
民
朙
畏0

」
に
作
る
こ
と
（『
七
經
孟
子
考
文
』
卷
十
五

「
尙
書
㊟
疏
第
四
・
皐
陶
謨
」）
が
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
。
つ
い
で
唐
代
通
用
の
文
字
で

あ
る
「
今
文
」
で
書
か
れ
た
『
尙
書
』、
す
な
わ
ち
『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
「
今

文
尙
書
十
三
卷
」
と
あ
る
の
に
つ
ら
な
る
王
應
麟
當
時
の
通
行
本
が
畏0

字
を
威0

に

作
る
の
は
、
唐
の
天
寶
三
載
（
七
五
四
）
に
玄
宗
の
詔
を
受
け
た
集
賢
學
士
衞
包

に
よ
る
改
字
の
結
果
だ
か
ら
、
舊
來
の
古
體
の
文
字
で
あ
る
「
古
文
」
で
書
か
れ



宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
試
論

五
七

た
『
尙
書
』
に
從
う
べ
き
だ
と
す
る
王
氏
の
說
（『
困
學
紀
聞
』
卷
二
「
書
」）
が
引

か
れ
る
。
さ
ら
に
圈
識
の
後
に
見
え
る
主
校
者
段
玉
裁
の
校
語
に
お
い
て
は
、
王

氏
が
「
古
文
」
の
『
尙
書
』
と
見
て
い
る
も
の
は
、
宋
敏
求
（
字
は
次
衟
）・
王
欽

臣
（
字
は
仲
至
）
の
家
本
で
あ
っ
て
信
用
で
き
な
い
旨
が
說
か
れ
て
い
る（
（3
（

。『
校
勘

記
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
宋
儒
の
言
說
が
批
判
的
に
取
り
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
以
下
の
二
つ
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
校
勘
作

業
を
進
め
る
上
で
の
參
考
に
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

皇
本
に
は
若0

字
の
上
に
曰0

が
あ
る
。
朱
子
『
集
㊟
』
は
、洪
興
祖
が
「『
漢
書
』

が
引
く
こ
の
句
に
は
、
上
に
曰0

字
が
あ
る
。『
上
に
見
え
る
樂0

字
は
曰0

字
の

誤
で
あ
る
』
と
言
う
人
も
い
る
」
と
說
く
の
を
引
く
。
案
ず
る
に
『
漢
書
』

敘
傳
上
に
「
幽
通
賦
」
の
「
固
行
行
、
其
必
凶
」
を
引
き
、
顏
師
古
の
㊟
に

「『
論
語
』
に
『
閔
子
云
云
、
子
樂
曰
、
若
由
也
、
不
得
其
死
然
』
と
い
う
」

と
あ
る
。
恐
ら
く
『
集
㊟
』
に
見
え
る
「
漢
書
」
は
、
そ
の
下
に
あ
る
は
ず

の
㊟0

の
一
字
が
落
ち
て
い
る
。
ま
た
孫
奕
『
示
兒
編
』
に
「
子
樂

0

0

は
必
ず
子0

曰0

に
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
字
音
に
よ
る
誤
り
で
あ
る
。
最
初
に
音
が

近
い
と
い
う
こ
と
で
曰0

が
悅0

に
變
化
し
、
つ
い
で
義
が
近
い
と
い
う
こ
と
で

悅0

が
樂0

に
變
化
し
た
。（
孔
子
が
）
由
（
子
路
）
が
ま
と
も
な
死
に
方
を
し
な

い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
な
ら
、
ど
う
し
て
樂0

し
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
あ

る
。
今
、『
文
選
』（
卷
十
四
）「
幽
通
賦
」
と
（
卷
五
十
六
）「
座
右
銘
」
の
二

箇
所
の
㊟
を
調
べ
る
と
、「
子
路
行
行
如
也
。
子
曰
、
若
由
也
不
得
其
死
然
」

と
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
孫
說
と
ぴ
っ
た
り
一
致
し
て
い
る（

（3
（

。（『
論
語
』
先

進
經
文
「
若
由
也
不
得
其
死
然
」
句
下
、
一
〇
三
頁
下
）

本
條
で
は
、『
論
語
』
先
進
經
文
「
閔
子
侍
側
誾
誾
如
也
、
子
路
行
行
如
也
、

冉
㊒
子
貢
侃
侃
如
也
。
子
樂0

、
若
由
也
不
得
其
死
然
」
の
樂0

字
に
つ
い
て
、
字
音

が
近
い
曰0

の
誤
り
だ
と
す
る
議
論
が
分
校
者
孫
同
元
の
校
語
の
中
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
孫
氏
が
自
說
の
根
據
と
し
て
擧
げ
る
の
は
、
朱
熹
『
論
語
集
㊟
』
所
引
の

洪
興
祖
說
と
孫
奕
『
示
兒
編
』
卷
五
「
子
樂
」
の
指
摘
で
あ
り
、
兩
者
の
指
摘
に

當
て
は
ま
る
句
形
を
呈
す
る
『
文
選
』
李
善
㊟
所
引
經
文
の
二
條
も
傍
證
と
し
て

引
い
て
い
る
。
も
う
一
例
見
て
み
よ
う
。

宋
本
・
小
字
宋
本
・
淳
熙
本
・
岳
本
・
纂
圖
本
・
閩
本
・
監
本
・
毛
本
は
い

ず
れ
も
霄0

に
作
る
。
岳
氏
『
九
經
三
傳
沿
革
例
』
に
云
う
、「『
左
傳
』
の
傳

文
の
顚
末
を
詳
細
に
調
べ
る
と
、
そ
の
時
、
齊
豹
が
衞
侯
（
靈
公
）
の
兄
の

縶
を
殺
し
た
の
で
、
衞
侯
は
脫
出
し
て
死
鳥
の
地
へ
行
っ
た
。
析
朱
鉏
は
夜

に
排
水
口
か
ら
脫
出
し
、
徒
步
で
公
の
後
を
追
っ
た
の
で
、
公
は
こ
れ
に
諡

を
賜
っ
た
。
㊟
に
『
宵
從
公
故
』
と
あ
る
の
は
、
析
朱
鉏
が
宵
に
排
水
口
か

ら
脫
出
し
て
徒
步
で
公
に
從
っ
た
こ
と
で
諡
を
賜
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
宵0

は

夜
の
意
で
あ
る
。
そ
の
字
は
宵0

に
作
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
㊟
と
傳

の
歬
文
と
が
一
致
す
る
。
今
、
諸
本
が
㊟
の
部
分
を
い
ず
れ
も
霄0

に
作
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。」（「
註
文
」）
案
ず
る
に
、
岳
氏
は
霄0

字
が
誤
り
で
あ
る

こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
誤
り
が
生
じ
た
理
由
は
把
握
し
て
い
な
い
。

宋
の
殘
本
は
「
宵0

從
竇
出
」
を
「

0

從
竇
出
」
に
作
っ
て
お
り
、
宋
刻
の
書

籍
は
唐
碑
の
文
字
に
從
う
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
「
張
猛
龍
碑
」
が
宵0

を

0

に
作
る
の
は
字
形
の
譌
體
や
俗
體
で
あ
ろ
う
が
、
宋
殘
本
も
そ
れ
に
從

っ
て

0

に
作
り
、
後
に

0

か
ら
霄0

に
誤
ら
れ
た
の
で
あ
る（
（3
（

。（『
左
傳
』
昭
公

二
十
年
㊟
「
霄
從
公
故
」
句
下
、
八
六
三
頁
下
）

本
條
で
は
、
相
臺
本
を
含
む
諸
本
が
昭
公
二
十
年
の
㊟
文
を
「
霄0

從
公
故
」
に

作
る
が
、
岳
氏
は
そ
れ
が
誤
記
で
あ
り
、『
左
傳
』
本
文
の
文
脈
お
よ
び
㊟
文
と

の
對
應
を
考
慮
す
る
と
霄0

は
宵0

に
作
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
自
說
を
證
據
立
て
る

版
本
を
示
し
得
な
い
の
に
「
改
字
」
を
主
張
す
る
の
は
武
斷
の
謗
り
を
受
け
か
ね

な
い
が
、『
左
傳
』
分
校
者
嚴
杰
は
岳
氏
の
校
勘
に
贊
同
す
る
。
た
だ
し
嚴
氏
は
、
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文
脈
が
通
る
と
い
う
だ
け
で
は
「
改
字
」
を
行
う
妥
當
性
を
十
分
に
確
保
で
き
ず
、

誤
字
發
生
の
原
因
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
說
朙
で
き
て
、
は
じ
め
て
「
改
字
」
の
正

當
性
が
論
證
で
き
る
と
主
張
し
、
そ
れ
を
實
踐
し
て
み
せ
る
。

紙
數
の
關
係
で
三
例
し
か
紹
介
で
き
な
い
も
の
の
、
阮
元
『
校
勘
記
』
の
校
勘

作
業
に
從
事
し
た
學
者
た
ち
が
宋
儒
の
校
勘
に
つ
い
て
參
考
す
る
價
値
が
あ
る
と

認
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
批
判
を
加
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、

淸
儒
は
宋
儒
の
校
勘
を
自
分
た
ち
の
校
勘
と
同
質
の
營
爲
と
見
て
い
た
。
三
番
目

の
事
例
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
誤
字
發
生
の
一
因
に
つ
い
て
は
、「
形
近
の
譌
」
と

い
う

用
性
の
あ
る
類
型
的
な
原
因
說
朙
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
分
校
者

嚴
杰
は
こ
こ
で
は
こ
の
語
を
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
岳
氏
が
參
照
範
圍
に
加
え

て
い
な
か
っ
た
唐
宋
朞
の
筆
寫
文
字
㊮
料
に
見
え
る
異
體
字
を
參
照
し
て
、「
形

近
の
譌
」
の
觀
點
に
も
と
づ
く
說
朙
を
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
校
語
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
法
則
的
・
原
理
的
な
說
朙
が
淸
代
に
お
い
て
發
逹
し
た
部
分
だ
と
言
え
そ
う
で

あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
關
す
る
議
論
は
別
稿
に
讓
り
た
い
。

結
論
と
今
後
の
展

　

本
稿
で
は
、
考
證
學
が
淸
代
限
定
の
學
問
で
は
な
い
と
い
う
認
識
の
下
、
宋
代

に
お
い
て
す
で
に
考
證
學
と
見
な
し
得
る
學
術
的
營
爲
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
問
題
を
設
定
し
、
論
點
を
辨
疑
と
校
勘
の
二
項
目
に
し
ぼ
っ
て
初
步
的
な

考
察
を
加
え
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
宋
代
に
お
い
て
も
淸
代
と
同
樣
、
多
く
の
儒

者
が
辨
疑
と
校
勘
に
從
事
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
淸
儒
に
よ
っ
て
參
考
に
さ
れ

た
り
、
淸
儒
に
影
響
を
與
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

經
傳
の
辨
疑
は
古
く
か
ら
の
傳
承
に
變
容
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
行
爲

だ
か
ら
、
辨
疑
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
た
宋
代
が
否
定
的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
伴
っ
て
「
變
古
時
代
」
と
稱
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
漢
代
の
傳

統
的
な
經
學
に
回
歸
し
た
と
見
な
さ
れ
た
淸
代
に
お
い
て
す
ら
、「
變
古
」
に
屬

す
る
營
爲
が
か
な
り
活
潑
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
朙
ら
か
と
な
っ
た
。
宋
代
の

校
勘
は
淸
儒
か
ら
高
い
評
價
は
與
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
成
果
が
無
視
し
得

な
い
水
準
に
逹
し
て
い
た
こ
と
は
、
淸
代
を
代
表
す
る
大
型
の
經
書
校
勘
事
業
で

あ
る
阮
元
『
校
勘
記
』
の
一
萬
條
を
超
え
る
校
語
に
、
二
十
名
を
超
え
る
宋
儒
の

校
勘
の
成
果
が
參
照
さ
れ
て
い
る
事
實
が
雄
辯
に
物
語
る
。

　

初
步
的
な
考
察
を
通
し
て
、「
宋
代
考
證
學
」
と
稱
し
得
る
學
術
的
營
爲
が
存

在
し
た
こ
と
、
そ
し
て
宋
・
淸
兩
代
の
考
證
學
に
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
が
い
さ

さ
か
な
り
と
も
確
認
さ
れ
た
。
今
後
、
張
舜
徽
が
示
し
て
い
る
論
點
に
も
と
づ
い

て
宋
代
に
お
け
る
考
證
學
的
營
爲
の
實
態
解
朙
を
進
め
、
淸
代
は
も
と
よ
り
、
そ

の
歬
の
元
・
朙
朞
に
お
け
る
考
證
學
的
營
爲
と
比
較
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
漢
學
・
宋
學
と
い
う
既
成
の
枠
組
み
を
離
れ
て
宋
と
淸
の
學
術
を
論
じ
る
環

境
整
備
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
で
議
論
を
發
展
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
宋
學
か
ら
淸
代
漢
學
へ
の
推
移
を
「
儒
家
智
識
主
義
」
の
興
起
と
發
展

と
い
う
圖
式
で
捉
え
る
余
英
時
の
見
解（

（3
（

を
補
强
し
つ
つ
、
淸
代
考
證
學
に
新
た
な

意
味
づ
け
を
與
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

林
慶
彰
『
朙
代
考
據
學
硏
究
』（
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
八
六
年
修
訂
版
）、
三
〇

～
三
三
頁
。

（
２
）　

張
舜
徽
『
訒
庵
學
術
講
論
集
』（
華
中
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
二
一

二
頁
。

（
３
）　

錢
穆
の
文
章
は
、『
朱
子
新
學
案
』
第
五
册
（
三
民
書
局
、
一
九
七
一
年
）
所
收
。

張
舜
徽
の
よ
う
に
考
證
學
を
構
成
す
る
學
術
領
域
全
般
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
特

定
の
論
題
に

し
て
宋
代
と
淸
代
の
學
術
の
つ
な
が
り
を
論
じ
る
こ
と
は
、
王
國
維



宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
試
論

五
九

が
す
で
に
金
石
學
に
限
定
す
る
形
で
行
っ
て
い
る
（
王
國
維
『
靜
庵
文
集
續
編
』「
宋

代
之
金
石
學
」、『
王
國
維
遺
書
』
第
五
册
所
收
、
上
海
古
籍
書
店
、
一
九
八
三
年
）。

溫
志
拔
『
知
識
・
文
獻
・
學
術
史
―
南
宋
考
據
學
硏
究
』
緖
論
三
「
學
術
史
回
顧
」

（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
に
は
、
宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
硏
究

史
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

梁
諬
超
『
中
國
近
三
百
年
學
術
史
』
第
十
三
章
～
第
十
六
章
「
淸
代
學
者
整
理
舊

學
之
總
成
績
（
一
）
～
（
四
）」（
朱
維
錚
校
㊟
『
梁
諬
超
論
淸
學
史
二
種
』、
復
旦

大
學
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）。
梁
諬
超
は
淸
朝
考
證
學
の
「
硏
究
の
範
圍
」
に
つ

い
て
、「
以
經
學
爲
中
心
、
衍
及
小
學
・
音
韻
・
史
學
・
天
算
・
水
地
・
典
章
制
度
・

金
石
・
校
勘
・
輯
逸
等
等
」
と
も
說
朙
し
て
い
る
。
梁
諬
超
『
淸
代
學
術
槪
論
』
二

（『
梁
諬
超
論
淸
學
史
二
種
』）、
五
頁
。

（
５
）　
「
辨
疑
」
と
似
た
語
と
し
て
「
辨
僞
」
が
あ
る
が
、「
辨
僞
」
は
專
ら
「
僞
作
の
辨

別
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
「
辨
疑
」
よ
り
狹
義
の
語
な
の
で
、
本
稿
で
は
「
辨
疑
」

の
語
を
用
い
る
。

（
６
）　

梁
諬
超
『
中
國
近
三
百
年
學
術
史
』
第
十
四
章
、
三
八
四
～
三
八
五
頁
。

（
７
）　

以
下
の
一
覽
は
、
葉
國
良
『
宋
人
疑
經
解
經
考
』（
國
立
臺
灣
大
學
出
版
委
員
會
、

一
九
八
〇
年
）、
楊
新
勛
『
宋
代
疑
經
硏
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）、
楊
世

文
『
走
出
漢
學
―
宋
代
經
典
辨
疑
思
潮
硏
究
』
下
篇
第
八
章
～
第
十
五
章
（
四
川
大

學
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
等
を
參
考
に
し
て
作
成
し
た
。

（
８
）　
『
六
經
奧
論
』
に
は
鄭
樵
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
從
兄
鄭
厚
の
說
も
取
り
こ
ま
れ
て

い
る
の
で
、
同
書
に
辨
疑
說
が
見
え
る
場
合
は
、〔
鄭
樵
〕
と
表
示
す
る
。
以
下
同
じ
。

『
六
經
奧
論
』
の
作
者
と
成
書
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
楊
新
勛
『
宋
代
疑
經
硏
究
』

附
錄
三
「『
六
經
奧
論
』
作
者
與
成
書
考
」
を
參
照
。

（
９
）　

葉
國
良
『
宋
人
疑
經
解
經
考
』
附
錄
二
「
宋
人
疑
經
改
經
便
檢
表
」
に
は
、
宋
代

に
お
け
る
百
三
十
名
の
辨
疑
學
者
と
各
自
が
辨
疑
の
對
象
と
し
た
經
書
が
一
覽
表
に

な
っ
て
い
る
。
葉
氏
の
表
を
增
補
し
た
楊
新
勛
『
宋
代
疑
經
硏
究
』
附
錄
一
「
宋
儒

疑
經
便
檢
表
」
に
は
、
百
六
十
五
名
の
學
者
の
名
歬
が
見
え
る
。

（
10
）　

苟
輕
於
改
而
不
知
存
古
以
闕
疑
、
固
學
者
之
可
罪
。
狃
於
舊
而
不
知
按
理
以
復
古
、

豈
先
儒
所

於
後
之
學
者
。
王
柏
『
詩
疑
』
卷
二
「
詩
辨
序
」。

（
11
）　

淸
儒
が
取
り
あ
げ
て
い
な
い
論
點
は
表
示
し
て
い
な
い
。
宋
儒
の
場
合
と
異
な
り
、

淸
儒
の
辨
疑
の
議
論
に
つ
い
て
は
參
考
に
な
る
先
行
硏
究
に
乏
し
い
。
主
と
し
て
佟

大
群
『
淸
代
文
獻
辨
僞
學
硏
究
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
を
利
用
し
て
探

し
出
し
た
關
連
記
述
の
典
據
を
表
示
し
た
。

（
12
）　

佟
大
群
『
淸
代
文
獻
辨
僞
學
硏
究
』
附
錄
七
「
淸
代
辨
僞
學
者
及
其
成
就
」。

（
13
）　

吉
田
純
『
淸
朝
考
證
學
の
群
像
』
第
一
章
「
閻
若
璩
の
尙
書
學
」（
創
文
社
、
二

〇
〇
六
年
）、
二
九
頁
。

（
14
）　

㊒
吳
棫
字
才
老
者
出
、
始
以
此
書
爲
疑
、
眞
可
謂
天
諬
其
衷
矣
。
閻
若
璩
『
尙
書

古
文
疏
證
』
卷
八
第
百
十
三
條
。

（
15
）　

朱
子
首
覺
其
詐
、
後
人
因
端
尋
之
、
至
閻
百
詩
輩
、
如
讞
獄
盡
發
臧
證
。
姚
鼐

『
惜
抱
軒
九
經
說
』
卷
三
「
尙
書
說
一
」。

（
16
）　

案
朱
子
此
語
則
是
朙
以
二
十
五
篇
爲
僞
撰
矣
、
惜
其
但
與
門
人
言
之
、
未
嘗
自
爲

書
傳
、
盡
廢
其
僞
而
獨
存
其
眞
也
。
崔
述
『
古
文
尙
書
辨
僞
』
卷
二
「
集
歬
人
論
尙

書
眞
僞
」。

（
17
）　

原
抄
本
と
四
庫
全
書
本
の
『
日
知
錄
』
は
「
肆
直
」
を
「
溫
良
」
に
誤
る
。

（
18
）　

梁
諬
超
『
中
國
近
三
百
年
學
術
史
』
第
十
四
章
「
淸
代
學
者
整
理
舊
學
之
總
成
績

（
二
）」、
三
八
五
頁
。

（
19
）　
（
成
帝
）
詔
光
祿
大
夫
劉
向
校
經
傳
諸
子
詩
賦
、
步
兵
校
尉
任
宏
校
兵
書
、
太
史

令
尹
咸
校
數
術
、
侍
醫
李
柱
國
校
方
技
。
每
一
書
已
、
向
輒
條
其
篇
目
、
撮
其
指
意
、

錄
而
奏
之
。

（
20
）　
「
校
勘
（
校
讐
）」
の
含
義
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
胡
楚
生
『
中
國
目
錄
學
』
第
一

章
第
一
節
「
釋
名
」（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
管
錫
華
『
漢
語
古
籍
校
勘

學
』
第
一
章
第
二
節
「
校
勘
與
校
讎
」（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
倪
其
心
『
校



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

六
〇

て
宋
儒
の
校
勘
の
成
果
が
取
り
込
ま
れ
た
書
と
し
て
扱
う
。
岳
珂
と
岳
浚
は
俱
に
岳

飛
の
子
孫
で
あ
る
。

（
30
）　

㊒
求
宋
本
以
爲
正
者
、
時
代
相
積
而
愈
譌
、
相
距
稍
遠
而
較
善
、
此
事
勢
之
常
。

顧
凢
宋
本
之
書
絕
少
大
勝
今
本
之
處
、
況
校
經
如
毛
居
正
・
岳
珂
・
張
淳
之
徒
、
皆

學
識
未
至
、
醇
玼
錯
出
。
こ
の
段
玉
裁
序
は
、
單
行
本
『
十
三
經
㊟
疏
校
勘
記
』
卷

頭
所
收
。『
經
韵
樓
集
』
卷
一
收
載
の
序
文
は
字
句
に
異
同
あ
り
。

（
31
）　

小
字
本
同
、
閩
本
・
朙
監
本
・
毛
本
亦
同
。
相
臺
本
正
作
止
。
考
文
古
本
同
。
案

正
字
是
也
。
終
風
箋
云
、
正
猶
止
也
、
言
正
足
包
止
義
、
不
必
與
徃
字
對
文
。
相
臺

本
非
也
。

（
32
）　

た
と
え
ば
『
詩
經
』
邶
風
「
谷
風
」
鄭
箋
「
言
君
子
與
己
訣
別
」
句
校
語
に
「
相

臺
本
訣
作

。
案
釋
文
云
、
訣
本
或
作
決
、
相
臺
本
依
改
、
以
爲

正
訣
俗
也
。
考

訣
字
說
文
在
新
附
、
而
文
選
㊟
引
通
俗
文
已
㊒
之
、
可
不
煩
改
。
相
臺
本
非
也
」（
九

七
頁
上
）
と
あ
る
。

（
33
）　

た
と
え
ば
『
書
經
』
旅
獒
疏
「
遊
觀
從
費
時
日
」
句
校
語
に
「
岳
本
從
作
徒
。
從

字
非
也
、
形
近
之
譌
」（
一
九
七
頁
上
）
と
あ
る
。

（
34
）　

威
古
本
作
畏
。
山
井
鼎
曰
、
古
字
通
用
。
王
應
麟
曰
、
古
文
天
朙
畏
、
自
我
民
朙

畏
、
今
文
下
畏
字
作
威
、
葢
衞
包
所
改
、
當
從
古
。
○
按
王
所
云
古
文
、

宋
次
衟

家
本
也
、
多
不
足
據
。

（
35
）　

こ
こ
の
議
論
に
見
え
る
『
尙
書
』
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
の
狀
況
に
つ
い
て
は
、
小
林

信
朙
『
古
文
尙
書
乃
硏
究
』
第
二
章
第
一
節
「
衞
包
改
字
と
宋
次
衟
王
仲
至
家
本
」

（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
九
年
）
を
參
照
。

（
36
）　

皇
本
若
上
㊒
曰
字
。
朱
子
集
㊟
載
洪
氏
曰
、
漢
書
引
此
句
、
上
㊒
曰
字
、
或
云
、

上
文
樂
字

曰
字
之
誤
。
案
漢
書
敘
傳
幽
通
賦
云
、
固
行
行
其
必
凶
。
顏
師
古
曰
、

論
語
稱
閔
子
云
云
、
子
樂
曰
、
若
由
也
不
得
其
死
然
。
蓋
集
㊟
漢
書
下
脫
一
㊟
字
耳
。

又
孫
奕
示
兒
編
曰
、
子
樂
必
當
作
子
曰
、
聲
之
誤
也
。
始
以
聲
相
近
而
轉
曰
爲
悅
、

繼
又
以
義
相
近
而
轉
悅
爲
樂
。
知
由
也
不
得
其
死
、
則
何
樂
之
㊒
。
今
攷
文
選
幽
通

勘
學
大
綱
』
第
一
章
第
三
節
「
校
勘
與
校
讎
的
區
別
」（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇

〇
四
年
）
な
ど
を
參
照
。

（
21
）　

鄭
樵
生
千
載
而
後
、
慨
然
㊒
會
於
向
・
歆
討
論
之
旨
、
因
取
歷
朝
著
錄
、
略
其
魚

魯
豕
亥
之
細
、
而
特
以
部
次
條
別
、
疏
通
倫
類
、
考
其
得
失
之
故
而
爲
之
校
讐
。
蓋

自
石
渠
・
天
祿
以
還
、
學
者
所
未
嘗
窺
見
者
也
。

（
22
）　

鄭
樵
と
章
學
誠
の
目
錄
學
に
つ
い
て
は
、
古
勝
隆
一
『
目
錄
學
の
誕
生
―
劉
向
が

生
ん
だ
書
物
文
化
』
第
九
章
「
劉
向
の
學
を
廣
め
深
め
た
學
者
た
ち
―
鄭
樵
・
章
學

誠
・
余
嘉
錫
」（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
を
參
照
。

（
23
）　

大
抵
古
書
㊒
未
安
處
、
隨
事
論
著
、
使
人
知
之
、
可
矣
。
若
遽
改
之
以
沒
其
實
、

則
安
知
其
果
無
未
盡
之
意
耶
。
漢
儒
釋
經
㊒
欲
改
易
處
、
但
云
某
當
作
某
、
後
世
猶

或
非
之
、
况
遽
改
乎
。

（
24
）　

某
所
改
經
文
字
者
、
必
㊒
意
、
不
是
輕
改
、
當
觀
所
以
改
之
之
意
。

（
25
）　

倪
其
心
『
校
勘
學
大
綱
』、
四
六
頁
。

（
26
）　

阮
元
『
校
勘
記
』
の
成
書
狀
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
段
玉
裁
と
十
三
經
㊟
疏
校

勘
記
」（
北
海
衟
中
國
哲
學
會
『
中
國
哲
學
』
第
三
十
一
號
、
二
〇
〇
三
年
）
と
關

連
論
考
を
參
照
。

（
27
）　

引
用
文
後
の
「
一
二
四
頁
上
」
の
㊟
記
は
、
阮
刻
本
『
十
三
經
㊟
疏
』（
藝
文
印

書
館
影
印
本
）
附
載
『
校
勘
記
』
の
揭
載
頁
と
上
下
の
別
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

（
28
）　

偶
㊒
帶
行
書
册
、
再
三
尋
繹
之
外
、
功
夫
儘
多
、
從
兩
三
郡
士
友
家
宛
轉
借
得
諸

經
義
疏
、
重
別
編
校
。
魏
了
翁
『
鶴
山
集
』
卷
三
十
六
「
答
蘇
伯
起
（
振
文
）」。

（
29
）　
『
九
經
三
傳
沿
革
例
』
と
相
臺
本
は
岳
珂
の
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
北
京
圖
書
館

編
『
中
國
版
刻
圖
錄
（
增
訂
本
）』
第
一
册
「
元
・
春
秋
經
傳
集
解
」
提
要
（
文
物

出
版
社
、
一
九
九
〇
年
〔
原
編
本
は
一
九
六
〇
年
〕）、
五
六
頁
な
ど
に
よ
る
と
、
元

初
の
岳
浚
の
作
で
あ
る
。
相
臺
本
は
元
刻
本
で
あ
る
が
、
相
臺
岳
氏
の
家
塾
に
蓄
積

さ
れ
て
い
た
宋
代
の
書
物
と
學
術
情
報
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

淸
儒
は
宋
本
の
一
つ
と
見
て
い
た
か
ら
、
本
稿
で
は
『
九
經
三
傳
沿
革
例
』
と
倂
せ



宋
代
の
考
證
學
に
關
す
る
試
論

六
一

賦
及
座
右
銘
兩
㊟
、
竝
引
子
路
行
行
如
也
、
子
曰
、
由
也
不
得
其
死
然
、
與
孫
說
正

合
。

（
37
）　

宋
本
・
小
字
宋
本
・
淳
熙
本
・
岳
本
・
纂
圖
本
・
閩
本
・
監
本
・
毛
本
竝
作
霄
。

岳
氏
九
經
三
傳
沿
革
例
云
、
詳
考
傳
文
本
末
、
時
齊
豹
殺
衞
侯
之
兄
縶
、
衞
侯
出
如

死
鳥
。
析
朱
鉏
宵
從
竇
出
、
徒
行
從
公
、
公
入
而
賜
之
謚
。
㊟
云
宵
從
公
故
、
蓋
以

其
宵
自
竇
出
徒
行
從
公
而
賜
謚
、
宵
、
夜
也
。
其
字
當
作
宵
、
則
㊟
與
傳
上
文
合
。

今
諸
本
於
㊟
皆
作
霄
、
誤
也
。
案
岳
氏
知
霄
字
之
誤
、
而
未
得
誤
之
所
由
。
宋
殘
本

宵
從
竇
出
作

從
竇
出
、
宋
刻
書
籍
多
從
唐
碑
、
如
張
猛
龍
碑
宵
作

、
蓋
字
形
之

譌
俗
、
宋
殘
本
亦
遂
作

、
後
又
因

而
譌
爲
霄
也
。
引
用
原
典
は
原
文
中
の
四
カ

所
に
見
え
る
「

」（「
宵
」
の
異
體
字
）
を
誤
刻
し
て
い
る
の
で
、
單
行
本
『
校
勘

記
』
に
從
っ
て
改
め
た
。

（
38
）　

㊟
（
33
）
に
例
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
校
勘
記
』
の
中
で
は
、
誤
字
の
發
生
に
つ

い
て
「
形
近
之
譌
」
の
觀
點
か
ら
の
說
朙
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
。

（
39
）　

余
英
時
『
論
戴
震
與
章
學
誠
―
淸
代
中
朞
學
術
思
想
史
硏
究
』
內
篇
（
龍
門
書
店
、

一
九
七
六
年
）
な
ど
。

〔
附
記
〕
本
稿
提
出
後
、
査
讀
擔
當
者
か
ら
修
正
意
見
を
頂
戴
し
、
そ
れ
を
參
考

に
し
て
一
部
手
直
し
し
た
。
貴
重
な
助
言
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
査
讀
擔
當
者
に

謝
意
を
表
す
る
。
な
お
本
稿
は
、
中
央
大
學
文
學
部
硏
究
促
進
期
閒
制
度
（
二

〇
二
二
年
度
）
に
よ
る
硏
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




